
公益財団法人新潟市海洋河川文化財団 

令和３年度 第１回理事会議事録（抄本） 

 

１ 開催日時 

 令和３年５月２８日（金） １０時００分から１０時４０分まで 

２ 開催場所 

 新潟市水族館マリンピア日本海 ２階団体休憩室(新潟市中央区西船見町 5932-445） 

３ 理事現在数及び定足数 

 現在数７人、定足数４人 

４ 出席理事数 ５人 

（出 席） 高橋道映 理事長（代表理事）、近藤博 専務理事（代表理事）、鈴木緑 理事、 

      石田克弥 理事、小口彩 理事 

（欠 席） 西源二郎 理事、田村杏奈 理事 

５ 出席監事数 ２人 

 （出 席） 井関一博 監事、山岸誠一 監事 

 （欠 席） なし 

６ その他出席者 ７人 

 （事務局） 石田孝 事務局長、大和淳 副館長、加藤治彦 参事、斎藤淳 管理課長、井村洋之 

展示課長補佐、佐々木美智子 管理課主査、工藤隆生 文化政策課係長 

７ 決議事項 

 議案第１号 令和２年度事業報告及び決算の承認について 

議案第２号 評議員会の日時及び場所並びに目的である事項等について 

８ 報告事項 

 職務執行状況の報告事項について 

９ 議事の経過の要領及びその結果 

 ⑴ 出席者の確認及び議長の選出 

石田事務局長が出席者の紹介を行い、配付議案の確認をした。その後、定款並びに理事会運

営規程に基づき高橋理事長が議長となり、高橋議長が開会宣言を行った。 

 ⑵ 理事の出席状況の確認及び議事録署名人の選出 

高橋議長が、理事会運営規程に基づき石田事務局長へ出席状況の報告を求め、石田事務局長

より定款並びに理事会運営規程に規定する理事の過半数の出席を満たしており、本理事会は有

効に成立している旨の説明があった。 

議事録署名人は定款並びに理事会運営規程に基づき高橋理事長、近藤専務理事、井関監事及

び山岸監事とし、議案の確認後、審議に移った。 

 ⑶ 議案第１号 令和２年度事業報告及び決算の承認について 

高橋議長が上記議案について、石田事務局長からの説明を提言した。これを受け、石田事務

局長が事業報告及び決算についての説明を行った。 

事業報告は、事業概要・事業内容（公益目的事業：１海洋・河川文化の普及啓発、調査研究及

び保護継承事業⑴海洋・河川文化の普及啓発⑵海洋・河川文化の調査研究⑶海洋・河川文化の



保護保全、２海洋・河川に生息する水生生物とその生息環境の展示及び飼育事業⑴水生生物に

関する知識の普及振興、⑵水生生物の収集、飼育、展示、収益事業：１施設管理に付帯する事

業）について説明がされ、決算については、財務諸表（貸借対照表、正味財産増減計算書、財務

諸表に対する注記、附属明細書、財産目録）に基づき資産、負債、正味財産及び公益認定の財

務基準である収支相償、公益目的事業比率（95.7％）を満たしているとの説明がされた。 

続いて、井関監事より業務執行は適正に行われていたこと、財政状態及び会計決算について

は、財務諸表に適正に表示されていたと報告があった。 

説明終了後、質問、意見等はなく、審議の結果、本議案は出席理事満場一致で原案どおり可

決された。 

⑷ 議案第２号 評議員会の日時及び場所並びに目的である事項等について 

高橋議長が上記議案について、石田事務局長からの説明を提言した。これを受け、石田事務

局長が次のとおり評議員会の日時及び場所並びに目的である事項の説明を行った。 

日時及び場所 

 ・令和３年６月１４日（月）午前１０時００分から 新潟市水族館２階団体休憩室 

目的である事項 

 ・令和２年度事業報告及び決算の承認について 

 ・理事の選任（重任）について 

 ・理事の選任について 

 ・職務執行状況の報告について 

説明終了後、質問、意見等はなく、審議の結果、本議案は出席理事満場一致で原案どおり可

決された。 

 ⑸ 職務執行状況の報告事項について 

高橋議長が上記報告事項について、近藤専務理事からの説明を提言した。これを受け、近藤

専務理事が次の内容についての報告を行った。 

・新潟市水族館の管理運営について 

 新型コロナウイルス感染拡大により、臨時休館をはじめ、事業の中止や感染拡大防止への 

対応など様々な影響を受けた。現在も引き続き感染拡大防止に努め、管理運営を行ってい 

る。こうしたことから、令和２年度は、入館者数３６万４千人、対前年度比７１．５％。入 

館料収入２９６，０４７千円、対前年度比６８．４％であった。今年度は４月の実績とし 

て入館者数が２万８千人、入館料収入が２１，９０６千円、昨年度は臨時休館の期間があ 

ったため、対前々年度比７１．４％、入館料収入が対前々年度比６２．５％であった。 

 ・新規生物（ウミガラス）の展示について 

  昨年３月のラッコ死亡後、展示をしていなかった水槽に新たに「ウミガラス」５羽を展示。 

東京都葛西臨海水族園との間でブリーディング・ローンにより当館で飼育・展示すること 

となった。飼育・展示は、国内水族館では東京都葛西臨海水族園、アクアマリンふくしま 

に次いで３館目。 

 ・月次監査（外部）の報告について 

  毎月、外部から監査をしてもらい適正に会計処理がされている旨の報告を受けている。 

報告終了後、質問、意見等はなかった。 



以上をもって、全ての議案の審議及び報 告を終了したので、議長は１０時４０分に閉会を宣

言した。 

 

 

 上記の議事の経過の要領及びその結果並びに報告事項が正確であることを証するため、出席し

た代表理事及び監事は記名押印する。 
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